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地震の頻設する地帯の地下構透・仔Ijへば共の密度;i恩度，歪JJ，・弾性常数左右が

イi色の地域に1:[:~交して異常であり件ると鍛 1) に考へると，走時は地震替に沿ふ方

向と之に直角な方向とで多少臭って来てもよささうに思はれる。側々の観測に

ついて地震帯に沿ふ方向と之と直角友方向と ~I亡各々IDiHIJ して調べると正は可成

り繁雑であるo 然し地震帯は一見すれば甚だ無秩序な分布をしてゐる様に思は

れるけれども之を地球儀の上に移して極く大雑把に眺めると杢世界を平均して

赤道に或る傾きをもった大閣であるとも見倣じ得る。そ誌恥L故lに亡震j源版と観測所と

を結ぷ方向の方位と走時の関係を調ぺて見れば間接白的句切l

iにセi盛岳角注方向にに~於l砂手るる.走時の異常が存花するカか主否カか主が分明すると考考.へられた6

そとで:苔苔吾.々は先?ヲづJ92泌8-.1032.の 5ケ年，f問出に世界中に起ウた地震を金部 Inte白i':"-

E幻1<¥ポltはiOll:!胤叫alSe吋ismo叶10昭giたcal'Summal'・ァから採り， P.及び S波についてF 寅際観

測せられた到達時刻ι定時表から計算せられた到達時刻の差を，震央から観測

税jYcr訂ふ方位日Ijにプロ・ 7 トLてみることにtた。然し単に方位‘と言っても，震

央が赤道附近にある場合VC;I土イ可等差点;へ無いが高緯度陀ある場合に・は共iゐ意味

がーベj"嬰たもの』になる。仰jンゴ工赤道で方位 90"と言へば赤道自身にたるが極の

F付近で)5位 90っと言つでも子午線に近いものιなる，そとでで.吾々は先ヴ統計を

，ぺ;凡凡もご震震-央E距E服員到雑!佐主 ム を.5ωItJ乃う.~五わ巨似9仰川{り}ヲに臼限4 る-ととLにじたO 統計に用用Pひた震央の緯度度. 

を

cι) !斯0貯f弓して;;1告守けぱ方位(ザt或lは主土..1 尽別洲(υ1" は子午線に沿ふ方向で ~O" '.或は 2700 i主

時々赤道に千行と見倣し得るミ震火~ÉI著作;をふO~ 乃至 θ0
0

・ lて i限ったのは一面れ三

於て!好く‘の如くブパねて分 I}易い幾何事的意義をむアとせる・ためであるが，又!也

碩i，.震源のi容さ， :観浪iUYiの高さ共の他の商伊jた事和1から出来るだけ解放される

7なめであって共の意味で特に深授地震とu.t記しであるものは最初から省くとど

に Lた。ム_.九0，"-00っととれば之に祁常する波紋最探知の泌さは約 1::300klll--
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2700 kmでヲー:最も深いものが丁度内核ゐ近:傍をi透過すると乏K在る。

ー斯くして統計を各々ム=5 Oo;:;..， 60'" ， ωV.~7杭 7bo~800j 800~qoつの 4つの場

合に分けて，且つ ]80。だ~方位の異るものp 部ち例へば東へ進むものと四べ

進むものとは之を同-~'ê見倣 Lて各年毎比計算すると共の各々について P 波

で、は常に殆ん E同ムの傾向があらばれる〈下圏)Cl;-~P ち方位約 30
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jじに近い方向で O二CほEであうで P波は概して遅れて到達するととを示

L;.又之と約 800方向の典る方位 1100f!pち赤道に略々千行友方向では早過ぎ

だ到達する。前者に於て、速度が小さく後者に於て大主主るととにたる。上闘の傾

向は何れの場合でも同じであるので筒翠のために距離に因る差を除くために

ム=500"""，600には 1/0.55，二ム=60~"""，70o，; には 1/P.65"、.....等を乗じて同一の

場合K引き直してjないたが，之は勿論絞密ではないのでy、地表面からの深さに

よる速度の愛化を考慮じなければならたいわけであるが，と Lでは車vc~= 
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" ，-， : ， :の何れでも各年毎にj司ーの傾向が極めて明瞭にあら

はれるととだけ注意して会くだけに止め.るO

-震お{と観測黒8の分布が世界中では芹→左もので無く多少偏在してゐるため

に， lntetnational Seismologir.al SUmma】'Y"C'採用した計算表に最初は何等か

の系統設差が存在するのではあるまいかと考へたが此の方面lて全燃素人の著者

等には確か友ことは牛11らなかった。叉地球の馬至翠率F容品の影響に図るも

とも疑!は士れたので、:普著者者内等の一人が前に殻表した方法で、震:)央是.がk守千F-ζ均粋度 1刊1ω00Nに

ーCl)強震時報銘 10答集 2獄。
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あるとして計算してみたととろ共の影響は遥かに小さし-上闘の約1/4程度の

もので而も此の補Eは闘の傾向を寧ろ強める符放にあるととがわかる。闘では

此の補Eをも加へてむいた0 ・/

S 波にういても同様た事を試みてみた。 S の法度は P と S~ り μ， p のみに\

よって定まるかち，若し是等の査が地震帯に於て異常分布をたすとすれば P

の場合と金〈呉った定時男常が認められてよさ:さうであり，之に反して，地球

の扇率F 定涛去の系統差j毛の他の茸i怠る幾何事的影響のために斯くのま口き異常

があらはれるものならば P と!司ーの傾向を示すであらうと考へちれt~iJ~ らで

ある。然し賓際統計り紡呆は極めて不確かで材料の迫加と共に様子が努って行

くので之から直ちに二時常を云々:するととは出来たい占恐らく Sでは検測が図、

難であるために不確かな材料が多数混入してゐるためであらう。 Pの場合に

は之か以上材料を迫加しでも闘に於では大Lた餐化はもはや無いととを確め

た。

之を要するに，誕・だ簡翠な統計にすぎないが，1'波の法度は略々地震帯に没

ふて粉々大きく，之と直角た方向に於て給々小さい様に見受けられるO 尤も此

め粗雑な統計では，般に:S.~常があるとしても共め:~~;'常は地球上何1~でも!司じで

?とピ方伎のみによると仮定したのであって，長波の*~~(~*の地方1"J:一←一例へ':1'大

陸だけを涌つ売か，或はた洋底を遁ったかーーは全然考慮してたいので或はそ

んたととに起因する，見掛け上の現象かも知れたい。
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